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. 

 

協議第 １ 号 合併後２年を経過しての進捗状況報告について 

 

合併後の進捗状況の概要 

 

 

 

 

 

項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

所得税・住民税の 

申告 

＜現状＞ 

合併後、２回目の平成２１年度は、税申告の際は、自書

申告での受付を行う旨のチラシを１月に全戸に配布した。 

２月に、農業所得収支内訳書作成の説明会開催案内のチ

ラシを全戸に配布した際も、自書申告での受付を再度掲載

した。 

２月の上記の説明会は、３日間で６回実施し、８９名の

参加があった。 

また、合併直後の２０年度の申告は、申告受付を１３日間

行ったが、２回目の２１年度の申告受付は、５日間での対応

であり、大幅な受付期間短縮であったが、申告受付時の待ち

時間は短縮された状況で、自書申告が増えている結果と受け

止めている。 

＜課題＞ 

区役所になる平成２４年度からは、富

合地域の申告者だけを特別に扱うことは

難しいので、それまでには、自書申告を

徹底する必要がある。 

そのためには、農業所得収支内訳書作

成説明会等を通じ、自書申告の啓発・指

導等の充実を図る必要がある。 

＜対応方針＞ 

特に、農業者に対して収支

内訳書等の記載指導を重点

的に行う。 

また、申告時期には重点的

にその啓発を行う。 



 2

 

 
 

項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

家庭ごみ有料化に

伴う支援措置 

＜合併効果＞ 

・有料化に伴う支援措置として、平成２１年１０月より、生

活保護世帯、乳幼児、紙おむつを常時使用している要介護・

障がい者、ストーマ用装具を使用している方等に一定枚数

のごみ袋を交付 

 （支援措置状況） 

 生活保護世帯   

平成２１年度       １７世帯   ６４０枚 

  平成２２年度９月末現在  １９世帯 １，３４０枚 

 乳幼児 

  平成２１年度      ２１５名 ３３，８６０枚 

  平成２２年度９月末現在  ５９名 １２，７２０枚 

 紙おむつ使用 

  平成２１年度       ２０名  １，０００枚 

  平成２２年度９月末現在  ２０名  １，９００枚 

 ストーマ使用 

  平成２１年度       １３名    ６５０枚 

  平成２２年度９月末現在  １０名  １，０００枚  

  

ふれあい収集 

＜合併効果＞ 

・ごみステーション(収集場所)まで出すことが困難な世帯に

対する支援として、ごみを玄関前までに収集に伺う「戸別

収集」を平成２２年４月から開始 

 現在３世帯に対し、戸別収集を行っている。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

資源物の拠点回収

の拡大 

＜合併効果＞ 

・使用済み天ぷら油は、凝固させるか、布等にしみこませて

燃えるごみとして、回収していたが平成２１年１０月より

資源ごみとして回収 

・蛍光管は、燃えないごみとして回収していたが、平成２１

年１０月より資源ごみとして回収 

・乾燥生ごみは、燃えるごみとして回収していたが、平成２

１年１０月より、資源ごみとして回収 

  （毎月第２、第４木曜日８：３０～２０：００まで） 

・樹木については、熊本市が指定する施設へ、平成２１年１

０月から毎週土曜日に午前８時半～午後４時半まで持ち

込み可能（業者剪定の場合は不可） 

  

ごみステーション

管理支援補助 

＜合併効果＞ 

・ごみステーションの美化清掃、排出指導等及び維持管理の

ために特に必要と認める事業に対し補助 

  平成２１年度  １６地区 

  平成２２年度  １５地区 

 ２００世帯以下         ４５，０００円以内   

 ２０１世帯以上～４００世帯以下 ５０，０００円以内 

  

合併浄化槽設置 

補助 

＜合併効果＞ 

・下水道認可区域外において、小型合併処理浄化槽を設置す

る方に対して設置費の一部を補助 

  平成２０年度        

   申請者数 ２７件  補助者数 ２７件 

平成２１年度        

   申請者数 ２６件  補助者数 ２４件 

平成２２年度９月末現在 

 申請者数 ２３件  補助者数 ２３件  
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

高齢者等緊急通報

システム 

＜現状＞ 

・６５歳以上の独居高齢者等で日常生活上見守りが必要な方

を対象に緊急通報システム事業を実施している。 

合併前は、宇城市町で共同運用していたが、平成２１年６

月から、熊本市のシステムに移行している。 

熊本市のシステムへ移行後も特に問題なく稼動している。 

 

  

新型の通報装置へ移行中

であり、旧型は電話機併用型

だったが、新型は通報専用型

のため、別途、電話機が必要

となる家庭もある 

予防接種 

＜合併効果＞ 

・旧町では、６５歳以上のインフルエンザ予防接種は１人あ

たり２，５００円の個人負担があったが、合併後は無料と

なった。 

  

さくらカード 

＜合併効果＞ 

高齢者及び障がい者の社会参加の促進と福祉の向上を図

ることを目的に熊本市が独自に実施している事業である。 

対象となる高齢者（７０歳）には、誕生日を迎える前に文

書で通知されている。また、障害者には、来庁時に窓口で案

内している。 

そのため、申請される方も徐々に増えてきている。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

老人憩の家 

＜現状＞ 

老朽化に伴う雨漏りなどが深刻化しており早急な対策が

必要となっている。 

＜合併効果＞ 

平成２２年度に改修を行なう。雨漏りの改修の外、駐車場の

整備、大広間や図書室等のバリアフリー対策も計画してお

り、利用者の利便性の向上を図る。 

  

工事期間は、利用者の安全

を考慮し、閉館とする。 

国民健康保険料 

＜現状＞ 

合併前の熊本市と富合町の国民健康保険料（税）の負担調

整を行うため、平成２１年度から、年２０％ずつ熊本市の水

準に近づくよう保険料率を引上げることにより、５年間で熊

本市の保険料率に統合されることになっています。 

 ＜対応方針＞ 

別紙「平成 21年度以降経過

措置による賦課調整」のとお

り 

後期高齢者健診 

＜現状＞ 

旧町では調査で希望した方のみに受診券を発送し８月末ま

でに受診して頂いていたが、合併後は熊本市方式に則り、電

話等で申し込まれた希望者に受診券を発送し２１年度は１２

月末、２２年度は３月末までに受診して頂くこととなった。 

 

健診の周知 

 

＜対応方針＞ 

後期高齢者健診・特定健

診・30 代健診共通 

・受診勧奨記事の掲載 

1 合併特例区広報「とみあ

い」 

2 市政だより 

3 新聞（熊日） 

4 国保医療費通知 

5 食品衛生協会新聞 

・テレビ、ラジオ 

1 市政広報番組「わくわく

都市熊本」 

2 FM791「おはよう熊本市」

など 

特定健診 

＜現状＞ 

旧町では調査で希望した方のみに受診券を発送し 8 月末ま

でに受診して頂いていたが、合併後は熊本市方式に則り、対

象者全員に受診券を発送し年度末までに受診して頂く事とな

った。 

 受診券の様式自体は旧町から変更されたが、6 月に実施した

総合健診での受診券提示率は 21 年度 98.27％、22 年度 99.17%

に達しており、また、地元医師会の先生方のご協力により熊

本市受診券を利用した健診の方式が定着しつつあると考えら

れる。 

受診率の向上 

・受診率の実績等 

年度  目標 市全体 富合地区 

21 年度 38.7％ 23.5％ 30.0％ 

22 年度 47.4％  7.6％ 25.8％ 

 7 月末実績   

23 年度 56.1％ 

24 年度 65.0％ 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

30 代健診 

＜合併効果＞ 

合併後、熊本市方式に則って新規開始。 

 

健診の周知 

 

 

1 ポスター・チラシ（病院） 

2 市公用車等へのステッ

カーの貼付 

・集団検診・総合健診での特

定健診の実施 

あんま・はり・きゅ

う施設利用者証 

＜合併効果＞ 

・旧町では役場窓口で申請頂き「はり・きゅう・あん摩・マッ

サージ施術補助券」を一世帯に 15枚配布していたが、合併後

は熊本市方式に則り、施術所で申請頂き「あんま・はり・き

ゅう施設利用者証」（一人年間 21 年度 60 回、22 年度 45 回）

を郵送することになった。 

＜現状＞ 

・旧町は各施術所と、熊本市は市の施術協会等と契約をしてい

るため、合併後熊本市内の施術所を多く利用できるようにな

ったが、反面、宇土市・宇城市・城南町等の施術所を利用で

きなくなってしまった。22 年度から、城南町の合併に伴い、

城南町の施術所が利用できるようになった。 

・合併後、75 歳以上の後期高齢医療制度に移行された国民健康

保険被保険者が平成 21 年度まで利用できた。また、22 年度

からは後期高齢者医療制度の被保険者全員が利用できるよう

になった。 

 

 

 

要介護認定調査 

 

＜現状＞ 

・平成 20 年度までは、支所職員が実施していたが、平成 21 年

度からは、熊本市南保健福祉センターの認定調査員が実施し

ている。要介護認定申請時に、申請者に対し窓口で変更点等

説明することで、混乱もなく、スムーズに行われている。 

 

 

 

 

今後とも、窓口で適切な説明

を行うようにする。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

要介護認定申請・介

護サービス利用等

についての相談業

務 

＜現状＞ 

・住民からの相談について随時対応している。地域包括支援

センター、民生委員、その他関係機関との連携がとれてい

るためスピーディーな対応が取れている。 

  

居宅支援事業者(ケ

アマネジャー）から

の申請受付 

＜現状＞ 

・平成 21 年度から、住宅改修費支給申請等いくつかの申請受

付事務が、支所でできなくなったが、合併前に居宅支援事

業者に対して説明や情報交換を行っており、特に混乱はな

いと思われる。 

  

雁回敬老園 

（老人ホーム） 

＜合併効果＞ 

・市の規定により指定管理者制度の適用をうけ平成２３年４ 

月に移管する予定。 

 

・旧町においては、厳しい財政状況によりできなかった空調

設備（冷暖房）の改修工事を平成２１年度に実施済み。 

 

・臨時職員の身分が嘱託職員となり社会保障制度が整った。 

 

・２人１室がネックとなり入所者不足を

生じているため、解消する必要があ

り。（増改築工事）、とりあえず早急に

エレベーターの設置が必要。 

 

特例区の管轄ではありませ

んが、施設改修等が実現でき

るようにお願いしたい。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

街灯（道路照明灯） 

 

＜合併効果＞ 

・街灯の整備が進んでおり、合併して２ヶ年で７６７基の街

灯(道路照明灯)を新設及び防犯灯からの取替えを行った。

今後３年程度で富合地域の全ての街灯を整備することとし

ており、全て市が設置し、管理を行っている 

 

既設電柱への添架（添架式）を計画し

施工したが、各地区からは、支柱の新設

（建柱式）による街灯整備してほしいと

いう要望があっている。 

＜対応方針＞ 

土木センター等と協議し、Ｈ

２２年度より実施したい。 

（Ｈ20 年度実績） 

30Ｗ―91 基 

50Ｗ―75 基 計 166 基 

事業費 19,624,500 円 

（Ｈ21 年度実績） 

 40ｗ－533 基 

 32ｗ－68 基計 601 基設置 

事業費 21,675,906 円 

（Ｈ22 年度計画） 

 40ｗ－40 基（添架式） 

 50ｗ－20 基（建柱式） 

 計  60 基 

 事業費 3,750,000 円 

地区公園 

 

＜現状＞ 

  農村総合整備モデル事業で作られた農村公園３ヶ所（木

原・南田尻・大町）、土地区画整理で作られた公園２ヶ所（杉

島・鳥場）、児童公園２ヶ所（榎津・志々水）及び富合南部

公園（南田尻）の計８ヶ所の地区公園が合併協議時未解決

のため市での維持管理が行われていない。 

＜合併効果＞ 

  各公園とも条件を満たせば制度による「都市公園」及び

「まちの広場」として市での維持管理が行える。 

 

 

公園所在の各地区より市での維持管理

の要望があっている。 

＜対応方針＞ 

公園課との協議により借地

で設置している農村公園２ヶ

所（木原・南田尻）及び児童

公園１ヶ所（志々水）、計３ヶ

所については、「まちの広場」、

残りの５ヶ所の公園は「都市

公園」として管理すべく調整

を行っている。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

新市基本計画 

（建設課関係） 

＜現状＞ 

国道３号からＪＲ新駅へのアクセス道路の測量・設計を

終え、本年度より地元説明会・用地交渉・工事設計を実施

している。 

富合宇土南北線については、歩道の新設・交差点改良の

ための測量・設計を終え、本年度より用地交渉を実施して

いる。 

東西１号線については、昨年度より道路拡幅工事を行っ

ており、本年度も継続して工事発注予定。 

＜合併効果＞ 

交付金の要望や採択において、重要かつ大規模の道路計

画が短期間で実施できる。 

道路用地は道路整備課の用地の経験者が担当するので、

スムーズな買収が期待できる。 

 

新駅へのアクセス道路は新幹線開業

との関連もあり、用地買収も含め暫定

的にも安全性を確保する工事が必要が

ある。 

 

 

 

 

新幹線対策 

＜現況＞ 

  新幹線車両基地周辺対策事業を平成１７年度より６協定

に分けて鉄道・運輸機構より受託を受け実施している。 

  平成２２年度は現協定受託事業の最終年度となり、排水

路等整備工事を実施する。 

＜合併効果＞ 

  受託事業は富合町合併特例区の事業として実施してい

る。 

 

 基地周辺地区の道路・水路の整備が

進んだ。 

 平成２３年度以降は受託事業がない

ので道路・水路を整備するため新市基

本計画の事業を効率的に執行する必要

がある。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

排水路整備 

＜合併効果＞ 

・新幹線関連事業以外での排水路整備は、平成１３年度以降

滞っていたが、合併後の平成２０年度に大町、田尻、木原

地区等において約４,６００万円の排水路整備を行なった。

また、平成２１年度に莎崎、木原、新地区において約２，

８００万円の排水路整備を行なった。 

 

 

・今後も排水路整備は継続して実施して

いくが、農地が存在しない排水路整備

については、市土木関係課と協議して

進めていく必要がある。 

 

・各地区からの要望箇所が多

く、限られた予算内でまた、

短期間で整備を終わらせる

のは困難である。 

 

まちづくり交流室・ 

公民館 

＜現状＞ 

・体育施設の利用については、富合校区住民の優先利用制度

が浸透し、混乱もなく利用されている。また、雁回館では

富合町民以外の利用も、空いているバトミントン（ミニバ

レー）コートをほとんど埋めてしまうほど人気があり、効

率的な利用がされている。 

 

・公民館・図書室は合併時３万５千冊の蔵書が１万冊以上増

え、利用者もほぼ倍増となり、さらに増加している。 

 

・合併特例区終了後の地区制から自治会

制度へのスムーズな移行のための研修

を計画しているが、旧飽託４町が合併後

２０年を経過し、当時の経緯を説明でき

る講師の選定に苦慮している。 

 

・合併特例区事業の富合町体育祭、富合 

町駅伝大会の競技役員選任が、富合総合 

支所職員の減少と各種目協会構成員の 

減少により難しくなっている。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

義務教育 

＜合併効果＞ 

・平成２０年度に中学校体育館が新設され、平成２１年度には

中学校のグラウンドが改修されている。今後、平成２２年度

から２４年度にかけて小中学校の耐震補強が計画されてお

り、教育環境の改善が図られている。 

 

・富合独自の特色ある教育として、引き続き小中一貫教育が実

施されている。また、熊本市独自の取組により、小学校３・

４年、中学校１年に３５人学級が導入されるなど、学校教育

に関して充実した取組が行われている。 

 

・小中一貫教育に関して、平成２５年

度までは現状の取り組みを維持でき

る見込みだが、それ以降の取り組み

について検討を行う必要がある。 

 

上水道 

＜合併効果＞ 

・富合町北部及び南部水道事業を熊本市水道事業に統合し、安

全でおいしい水道水を安定供給することを目的とし、第６次

拡張事業（平成２２年度～平成３５年度）が進められている。

平成２２年度予算１３億３，０００万円（水道工事分１０億

円）となっている。 

・平成２２年３月に杉島・御船手配水区及び前川原配水区に旧

熊本市の水道水が供給されている。 

・榎津配水区、富合西（菰江、莎崎）配水区に急速濾過機の設

置及び濾過機の濾材を交換をし、効果として水道水の改善、

濁り水の解消の効果があった。 

・各配水区を連絡管で接続し不測の事態が起こったとき緊急対

応が出来る。未接続は木原配水区、平原配水区、下園配水区、

新配水区の４配水区です。 

 

 

 

・富合町の水道工事は河川や用水路が

多く、橋梁等に添架の際、国土交通

省や県との協議があり、工事予定が

遅くなる可能性がある。 
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項  目 現状又は合併効果 課 題 等 そ の 他 

下水道 

＜合併効果＞ 

・下水道については、合併前は約２億円の予算であったが、平

成２２年度は４億円以上の予算が計上されており、倍以上の

ペースで整備が進んでいる。 

・下水道使用料は、一般的な家庭で一ヶ月に２０m3 使用した

場合、合併前は３，１５０円だったのが、２，２４０円と９

１０円安くなりました。 

 

・国土交通省や県との協議及び詳細設計

に時間を要し、発注時期が遅くなって

いる。 

 

・下水道への接続が進んでいない。対応

として、未接続の各家庭等を訪問し

「公共下水道への接続について（お願

い）」のパンフレットを配り、早期の

接続のお願いをしている。 

 

 

 



協議第1号　別紙

○医療分

平成21年度以降経過措置による賦課調整

熊本市 富合町 旧富合町 参考 （料率改定が実施されなかった場合）

平成2 0 年度 平成2 1年度 平成2 2 年度 平成2 3 年度 平成2 4 年度 平成2 5 年度

所 得 割 （％ ） 8．3 0 7．7 0 7 ．8 2 7．9 4 8 ．0 6 8．1 8 8 ．3 0

均 等 割 （円） 2 6 ，4 5 0 2 0 ，0 0 0 2 1，2 9 0 2 2 ，5 8 0 2 3 ，8 7 0 2 5 ，1 6 0 2 6 ，4 5 0

平 等 割 （円） 2 0 ．1 0 0 1 8 ，6 0 0 1 8，9 0 0 1 9 ，2 0 0 1 9，5 0 0 1 9 ，8 0 0 2 0 ，1 0 0

○支援分 熊本市 富合町 1日富合町 参考 （料率改定が実施されなかった場合）

平成2 0 年度 平成2 1年度 平成2 2 年度 平成2 3 年度 平成2 4 年度 平成2 5 年度

所 得 割 く％ ） 2 ．1 0 2．0 0 2 ．0 2 2．0 4 2 ．0 6 2．0 8 2 ．1 0

均 等 割 （円 ） 7，0 0 0 7 ，0 0 0 7，0 0 0 7 ，0 0 0 7，0 0 0 7 ，0 0 0 7 ，0 0 0

平 等 割 く円 ） 5，7 0 0 5，4 0 0 5，4 6 0 5，5 2 0 5 ，5 8 0 5 ，6 4 0 5 ，7 0 0

○介護分 熊本市 富合町 旧富合町 参考（料率改定が実施されなかった場合）

平成2 0年度 平成2 1年度 平成2 2 年度 平成2 3年度 平成2 4 年度 平成2 5年度

所 得 割 （％ ） 1 ．9 0 1 ．5 0 1 ．5 8 1 ．6 6 1 ，7 4 1 ．8 2 1 ．9 0

均 等 割 （円 ） 13 ，4 0 0 8 ，0 0 0 1 0 ，5 2 0 1 1 ，2 4 0 1 1 ，9 6 0 1 2 ，6 8 0 1 3 ，4 0 0

平 等 割 （円 ）
－ 2 ，5 0 0 － － － － ー

※介護釧こついては熊本市に平等割がなかったため、実績により旧富合町の均等割に1，800円を加算して再計算

※料率改定がある場合は平成25年度に同率となる様に再計算（平成22年度料率改定なし、平成23年度料率改定予定）



報告第1号　行事予定表　（平成22年10月13日～11月12日）
富合総合支所（全体）

盲曜 時 間 区長 行　 事 （業 務 〉 場　 所 室曜 時 間 区長 行 垂 （業 務 ） 場　 所

三水 9：0

13：3

9：3

0

0 0

0 0

特 設 人権 相 談

合 併 特例 区 協 議会

嘱 託 員会 議

アスバル和

3F大会諸室

3F 大会議室

室 …金

嘱 託 員便 発 送 日 l

！木 8：3 0
≡ ～20 ＝0 0

資源 ごみ 拠 点回 収 日 総合支所桟
蕪

金 桓
準郵軒享け 沼 ＝≡樟 帝国 乳

刊 …月

8：30 市 長 選 挙 期 日前 投票 （始 ） 第1会議室

≡1 ≡火

18 月 字幕パル ‘爵

：：，「

文 化 の 日

19 火 …木 9：0 0 富 合町 文 化 祭 （展 示 の部 ） アスバル富合

20ー水 5 金 ゝ

2 1 木 ：ぎ：‾離 ： ：≡日■掛．L　r■1‡

2 2 金 ≡≡≡；藩 血
：：・1

8 ≡

9 …

19：0 0 都市 計画 に関する住 民説明会 アスバル暮合ホール

9 肇
意 ≡ 崖 幣 照 ≠耳≡澤≡

書≡≡滑 河乳 ≡≦

2 5室 13：30 ○ 定例 農 業 委 員 会 1階第1会議室 10≡ 9：00

10 ：0 0

13二3 0

○

○

特 設 人 権 相 談

合 併 特例 区 協議 会 （予 定 ）

嘱 託 員会 議

アスバル和室

3F大会諸室

3F大会議室
l 嘱 託 員 便 発 送 日 l

2 6… 1 1 　 8：3 0

～・20 ：00

資源 ごみ 拠 点回 収 日　　　　 総合支所横

27 … 1 2宣

19：0（〕 都市計 画に関する住民説明会 アスバルt含ホール
2 8 8：3 0

～ 2 0 ：0 0
l

資源 ごみ拠 点 回収 日

l 嘱 託 員便 発 送 日 l

総合支所横

備

考

市 長選 挙 期 日前 投 票 11月 1 日 （月 ）－ 6 日 （土 ）

11月 7 日 （日） 熊本 市長 選 挙

11月 1 4 日 （日） 富 合 町 体育 祭

11月 2 3 日（火 ） 産 業 祭 ・健 康 祭

12 月 5 日（日） 富 合 町 駅 伝 大 会 （予 定 ）
14


